
 

 

 

 

 

 いよいよ皆さんが楽しみにしている夏休みが始まります。友達との遊びや部活動、勉強など色々な

計画を立てていることと思います。元気で充実した夏休みを過ごすために、健康管理をしっかりとし、

交通安全を守って生活しましょう。 

 

 

 

 夏休みは、海や山などの自然と触れ合う機会が増えます。しかし、普段と違う環境で開放的な気持

ちが“油断”につながり、思わぬ事故が起こることもあります。特に、水の事故に警戒が必要です。 

そんなもしもの時にそなえ、覚えておきたいのが｢浮いて待て！｣です。衣服を身につけたまま川や

海に落ちてしまったとき、無理に泳ごうとするよりも、背浮きの状態で助けを待つほうが、命の助か

る確率が高いと言われています。また、子どもの水難による事故の半数以上は「河川」だそうです。

遊泳禁止などの場所には絶対に入らないようにしましょう！ 
 

 背浮きの方法  

① 大きく息を吸って、全身の力を抜く 

② 手足を大の字に広げる、仰向きに浮く 

③ 手は水面より下 

④ あごを上げて呼吸しやすくする 

※靴は浮くのではいたままにする 
 

 

                         

 

水辺に限らず、外出先・部活動中など急な雷や 

     大雨など、天候の変化にも気を配りましょう。 

      雷は直撃を受けると約８０％の人が亡くなって 

     しまうほどの力をもっています。「ゴロゴロ」と 

     音が聞こえてきたら屋内へ避難しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 1４日（木）に 3年生を対象に性に関する 

講演会を開催しました。講師は、深谷・寄居・熊谷で助産師として勤務されている橋本

先生に来ていただき、男女の性の違い、性感染症、男女の望ましい付き合い方などをお

話ししていただきました。自分の将来のために正しい知識を学び、今をどう行動すべき

か考えることが大切です。 

 

 

 

 

 

                 部活動や外に出てのレジャーなどで真っ黒に日      

焼けした姿は、夏の思い出の一つですね。しかし、

「日焼け」とは、強い紫外線により、皮ふが軽い火       

傷（やけど）をした状態のことをいいます。通常の

火傷とは異なりその症状は身体のとても広い範囲

にまたがるため、気がついたら重い状態になって

いたということも少なくありません。 

日差しが強いときは帽子や衣類での予防対策をしっかりとしましょう。また、日焼け

した後の手当も必ずしましょう。 
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